
( 2026年度・大学院　リハビリテーション科学研究科 )

精神障害リハビリテーション学特論

[講義]　第１・２学年　前期　選択　2単位

《担当者名》○浅野雅子　asanom@hoku-iryo-u.ac.jp　児玉壮志　近藤里美

【概　要】

　精神障害によって引き起こされるさまざまな生活機能障害に対する効果的なリハビリテーションについて、現在、効果検証が

なされている介入･指導の方法や関連する最新の技法について、その理論や支援技術に関する理解を深めるとともに、それらを臨

床実践に活かすことができるためにはどのような点に留意すると良いかを学ぶ。

【学修目標】

　精神障害に対する文献レビュー等を通して各種技法や近年の動向を踏まえ、化学的根拠に基づいて問題解決できる能力を身に

つける。

1. 精神障害リハビリテーションの概念や理念について十分専門的に説明することができるとともに、その今日的課題を整理し、

課題解決に向けて客観的、実証的に研究計画を立てることができる。

2. 精神障害リハビリテーション領域における各種技法や動向、および現状について十分専門的に説明できるとともに、対象者に

適合させて実践を行う際の留意点をまとめることができる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 オリンテーション 講義の概要、学習目標・内容、スケジュール、学習方

法の説明を行う。

浅野雅子　児玉壮志

近藤里美

2～15 精神障害リハビリテーション 精神障害に対するリハビリテーションの理解と援助、

評価や各種技法やその実践内容について最近の動向も

交えながら概説・ディスカッションを行い、理解を深

める。

浅野雅子　児玉壮志

近藤里美

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

講義への参加態度（30％）、課題（40%）およびディスカッションへの参加状況（30%）により評価する。

【教科書】

適宜資料を配布・紹介する。

【備考】

講義とディスカッションを中心に進め、当該領域の理解を深める。

【学修の準備】

日頃から精神科リハビリテーションについて関心を持ち、関連分野に関する文献等を各自調査し、学習してください。（予習80

分、復習80分）

【ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）との関連】

リハビリテーション領域における高度な知識および技術を修得し、対象者が抱える諸問題に対して、科学的根拠に基づいた質の

高い臨床実践を展開できる問題解決能力を身につけているというリハビリテーション科学専攻博士前期（修士）課程のディプロ

マ・ポリシーに適合している。

【実務経験】

浅野雅子（作業療法士）　児玉壮志（作業療法士）　近藤里美（音楽療法士）

【実務経験を活かした教育内容】

医療機関や地域での臨床経験を活かし、最近の動向や知見を交えた講義・ディスカションを行う。


